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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期
第３四半期
累計期間

第22期
第３四半期
会計期間

第21期

会計期間

自平成20年
９月１日
至平成21年
５月31日

自平成21年
３月１日
至平成21年
５月31日

自平成19年
９月１日
至平成20年
８月31日

売上高（千円） 1,617,612318,6971,170,583

経常損失（△）（千円） △300,888△179,099△65,206

四半期純損失（△）又は当期純利益（千円） △392,852△149,950 7,452

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円）    － 507,400 507,400

発行済株式総数（株） － 18,506 18,506

純資産額（千円） － 929,8681,328,596

総資産額（千円） － 4,186,2184,317,436

１株当たり純資産額（円） － 50,246.8871,475.29

１株当たり四半期純損失金額（△）又は当期純利益金額（円） △21,228.40△8,102.78 402.88

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － 383.18

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） － 22.2 30.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
438,512 － △239,781

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△600,841 － △1,508,288

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
615,570 － 1,487,194

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 822,947 342,471

従業員数（人） － 100 95

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等が含まれていません。

３．第22期第３四半期累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は

存在するものの１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

該当事項はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年５月31日現在

従業員数（人） 100 (21)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第３四半

期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

 （１）生産実績

 当第３四半期会計期間の生産実績を製品分野別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別
当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

精密切削加工事業　小計（千円） 129,634

液晶製造装置関連部品（千円）　 82,594

太陽電池製造装置関連部品（千円）　 5,167

半導体製造装置関連部品（千円）　 30,218

その他（千円） 11,654

装置組立事業　小計（千円）　 194,091

液晶製造装置（千円）　 187,777

太陽電池製造装置（千円）　 6,313

合計（千円） 323,725

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

 （２）受注状況

 当第３四半期会計期間の受注状況を製品分野別に示すと、次のとおりであります。

区分 受注高（千円） 受注残高（千円）

精密切削加工事業　小計 148,714 114,886

液晶製造装置関連部品 99,068 84,466

太陽電池製造装置関連部品 4,668 12,277

半導体製造装置関連部品 32,201 5,194

その他 12,777 12,948

装置組立事業　小計 81,444 348,320

液晶製造装置 △1,923 79,432

太陽電池製造装置 83,367 268,888

合計 230,158 463,207

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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 （３）販売実績

 当第３四半期会計期間の販売実績を製品分野別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別
当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

精密切削加工事業　小計（千円） 124,606

液晶製造装置関連部品（千円）　 83,169

太陽電池製造装置関連部品（千円）　 4,669

半導体製造装置関連部品（千円）　 29,696

その他（千円） 7,071

装置組立事業　小計（千円）　 194,091

液晶製造装置（千円）　 187,777

太陽電池製造装置（千円）　 6,313

合計（千円） 318,697

　（注）１．当第３四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次の

とおりであります。

相手先

当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

金額（千円） 割合（％）

エーケーティー株式会社 214,466 67.3

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(１）業績の状況

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、米国発の世界的な金融危機の影響を受け、輸出、生産や個人消費には

一部に持ち直しの動きがあるものの、企業収益と設備投資は大幅に減少し、景気は厳しい状況で推移しました。

太陽電池業界では、所謂スペインバブルの反動と金融危機による経済環境の急変によって、大規模発電用途を中心

とした市場環境が混乱しました。しかし、日本政府をはじめとする各国の打ち出している施策により、家庭向け及び教

育機関向け等の需要に新たな動きが出始めました。

液晶業界では、中国の産業振興策や日本のエコ家電振興策による薄型テレビの需要増加を受けて、液晶パネル工場

の稼働率改善を背景に第５世代から第８世代の設備投資計画が活発になりつつあります。

半導体業界では、半導体メーカーの設備投資の回復が遅れている中、生産調整の反動で稼働率が向上したため、消耗

品需要は先行して回復してきました。

このような経済環境の中、装置組立事業の太陽電池分野では平成21年８月期より製造装置出荷が始まりましたが、

足元では、生産調整が続いております。精密切削加工事業では、太陽電池製造用の電極等で試作品を受注するなど、第

４四半期以降の受注拡大に向けた活動を展開しました。

液晶分野では、国内液晶パネルメーカー向けの第10世代ガラス基板の製造装置の受注と生産が順調に進み、前倒し

で出荷が行われました。精密切削加工事業では、各分野ともに市場の低迷を受けて、第３四半期からは低調となりまし

た。なお、足元では全分野において試作品が増加傾向にあります。

売上高につきましては、市場の低迷を受け、精密切削加工事業の売上高は、当期の第２四半期会計期間と比べ増減率

△58.6％となり、装置組立事業の売上高は当期の第２四半期会計期間と比べ増減率△61.4％となりました。利益面に

つきましては、市場の低迷による受注及び売上の減少のため、営業損失を計上する結果となりました。

以上の結果、当第３四半期会計期間の業績は、売上高は318百万円、営業損失は177百万円、経常損失は179百万円、四

半期純損失は149百万円となりました。

また、当第３四半期累計期間の業績は、売上高は1,617百万円、営業損失は361百万円、経常損失は300百万円、四半期

純損失は392百万円となりました。

(２）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期会計期間末と比べ

525百万円増加し、822百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により増加した資金は、487百万円となりました。これは主に、税引前四半期純損失148百万円、仕入債務の

減少額83百万円及び利息の支払い額９百万円による減少と減価償却費118百万円、売上債権の減少額538百万円、たな

卸資産の減少額88百万円及び受注損失引当金の増加額11百万円による増加の結果であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は、18百万円となりました。これは主に、熊本事業所の有形固定資産の取得による支出

14百万円及び関東事業所の有形固定資産の取得による支出２百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により増加した資金は、24百万円となりました。これは主に、装置組立事業の運転資金として調達した短期

借入100百万円及び運転資金として調達した長期借入金400百万円による増加と短期借入金の返済385百万円、長期借

入金の返済89百万円及びファイナンス・リース債務の返済１百万円による減少の結果であります。
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(３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当社は、前事業年度において39,864千円の営業損失を計上しており、当第３四半期累計期間においても361,911千円の

営業損失を計上するとともに392,852千円の四半期純損失を計上しました。

　これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を抱かせる状況が存在しております。

　当社は、このような状況を解消すべく以下の基本方針のもと経営改善に取り組んでおります。

①人件費等経費の削減による固定費の圧縮

　当社の常勤取締役の役員報酬は業績連動部分と固定報酬部分で構成されていますが、当面厳しい業績が続くこと

を考慮し、業績連動による減額に加えて平成21年2月分から固定報酬部分を11％～14％カットしており、全額固定報

酬の監査役及び非常勤取締役の役員報酬についても5％～10％カットしました。

  また、従業員給与についても役職者は平成21年2月分から、それ以外の従業員は平成21年3月分から6％～10％の給

与カットを実施しております。さらにパートタイム労働者の就業時間の短縮制限を平成21年3月分より実施し、平成

21年４月支給予定の従業員賞与をカットしております。

②生産管理の強化による原価低減

　装置組立事業の粗利率を改善するための組立部品の内製化を推進するとともに購買管理を強化することによっ

て、外部調達部品の調達ルートの拡大やコスト低減交渉を積極的に実施し、装置組立部品のコスト低減を図ってま

いります。

　さらに、切削加工事業部等の余剰人員を装置組立事業部に一時的に配置転換することにより装置組立生産におい

て発生していた派遣人件費や組立外注費の削減を図ります。

　また、切削加工事業の粗利率を改善するため、切削不良発生事案のデータベースを活用し、取締役社長の直接監督

のもと切削不良の主な発生原因に対する改善を徹底することにより、ここ数年増加傾向の切削不良の発生を防止し

てまいります。

③営業力の強化と情報のデータベース管理の強化

　新規顧客開拓に注力するために営業担当取締役を関東事業所に常駐させるとともに社内人員の異動により営業部

門の陣容を増強して新規顧客の多い関東地区における営業活動を強化いたします。

　また、装置組立事業の顧客対応に集中していた人的資源を精密切削加工事業部門の営業活動に再配分することに

より本業強化の方針を明確にします。

　なお、全社の営業情報はデータベースにより一元管理し、全社で情報共有しながら営業進捗管理を行います。

④長期運転資金の調達による手許流動性の確保

　平成21年3月30日に株式会社日本政策金融公庫から長期運転資金として4億円を借入れにより調達し、当面の手許

流動性を確保しました。

　当社は、以上の基本方針に基づく経営改善策を確実に遂行することにより収益力の強化と財務健全性の向上を図る

とともに取引金融機関との良好な関係の維持に努めてまいります。

(４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 73,840

計 73,840

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年７月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,506 18,506
東京証券取引所

（マザーズ）
（注）２

計 18,506 18,506 － －

 (注）１「提出日現在発行数」欄には、平成21年７月１日から、この四半期報告書提出日までの新株予約権の権利行

使により発行された株式数は含まれておりません。

　　　２　当社は単元株制度を採用していないため、単元株式数はありません。
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（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①　平成16年10月25日定時株主総会決議

ａ）第１回新株予約権（平成16年10月25日取締役会決議に基づく発行）

区分
第３四半期会計期間末現在
（平成21年５月31日）

新株予約権の数（個）  435

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）  870

新株予約権の行使時の払込金額（円） 50,000

新株予約権の行使期間
自：平成18年10月26日

至：平成26年10月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　　 50,000

資本組入額 　25,000

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）５

　（注）１．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。

ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数に

ついて行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

また、当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、又は当社が新設分

割若しくは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める株式数の調整を行う。

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整により生じ

る１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株を発行するときは、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整によ

り生じる１円未満の端数は切り上げる。

 
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行による増加株式数

３．新株予約権の行使の条件

①　権利行使時において、当社の取締役、監査役又は従業員の地位を保有していることとする。

②　新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めないものとする。

③　新株予約権の質入れ、担保権の設定は認めないものとする。

④　その他の条件については、平成16年10月25日開催の当社取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割当て

を受けた者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定めるところによる。

４．新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

５．組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

　①当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、又は当社が新設分割若し

くは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める株式数の調整を行う。

　②当社が完全子会社となる株式交換又は株式移転を行うときは、完全親会社に新株予約権を承継することがで

きる。

ア）承継する新株予約権の目的となる株式の種類及び数

完全親会社の普通株式とし、当社普通株式１株当たりの完全親会社の割当比率により株式数を決定し、

１株未満の端数は切り捨てる。
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イ）承継する新株予約権の行使に際して払込をすべき金額は次の算式により決定し、１円未満の端数は切り

上げる。

承継後払込価額 ＝承継前払込価額 ×
１

当社普通株式１株当たりの完全親会社の割当比率

ウ）承継する新株予約権の行使期間は、上記表中の期間とし、承継時に行使期間開始日が到来しているとき

は、株式交換又は株式移転の効力発生日から上記表中の期間の満了日までとする。

エ）承継する新株予約権の行使の条件については、注３と同様の定めをおくものとする。 

オ）承継する新株予約権の譲渡については、完全親会社の取締役会の承認を要する。 

６．退職等により権利を喪失した従業員の新株予約権の個数は除外しております。
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ｂ）第２回新株予約権（平成17年６月15日取締役会決議に基づく発行）

区分
第３四半期会計期間末現在
（平成21年５月31日）

新株予約権の数（個） 106

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 212

新株予約権の行使時の払込金額（円） 50,000

新株予約権の行使期間
自：平成18年10月26日

至：平成26年10月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

     発行価額     50,000

     資本組入額   25,000

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）５

　（注）１．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。

ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数に

ついて行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

また、当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、又は当社が新設分

割若しくは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める株式数の調整を行う。

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整により生じ

る１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株を発行するときは、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整によ

り生じる１円未満の端数は切り上げる。

 
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行による増加株式数

３．新株予約権の行使の条件

①　権利行使時において、当社の取締役、監査役又は従業員の地位を保有していることとする。

②　新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めないものとする。

③　新株予約権の質入れ、担保権の設定は認めないものとする。

④　その他の条件については、平成17年６月15日開催の当社取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割当て

を受けた者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定めるところによる。

４．新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

５．組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

　①当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、又は当社が新設分割若し

くは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める株式数の調整を行う。

　②当社が完全子会社となる株式交換又は株式移転を行うときは、完全親会社に新株予約権を承継することがで

きる。

ア）承継する新株予約権の目的となる株式の種類及び数

完全親会社の普通株式とし、当社普通株式１株当たりの完全親会社の割当比率により株式数を決定し、

１株未満の端数は切り捨てる。
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イ）承継する新株予約権の行使に際して払込をすべき金額は次の算式により決定し、１円未満の端数は切り

上げる。

承継後払込価額 ＝承継前払込価額 ×
１

当社普通株式１株当たりの完全親会社の割当比率

ウ）承継する新株予約権の行使期間は、上記表中の期間とし、承継時に行使期間開始日が到来しているとき

は、株式交換又は株式移転の効力発生日から上記表中の期間の満了日までとする。

エ）承継する新株予約権の行使の条件については、注３と同様の定めをおくものとする。 

オ）承継する新株予約権の譲渡については、完全親会社の取締役会の承認を要する。 

６．退職等により権利を喪失した従業員の新株予約権の個数は除外しております。
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ｃ）第３回新株予約権（平成17年10月13日取締役会決議に基づく発行）

区分
第３四半期会計期間末現在
（平成21年５月31日）

新株予約権の数（個） 16

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）  32

新株予約権の行使時の払込金額（円） 180,000

新株予約権の行使期間
自：平成18年10月26日

至：平成26年10月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

    発行価格　 　180,000

    資本組入額　  90,000

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）５

　（注）１．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。

ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数に

ついて行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

また、当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、又は当社が新設分

割若しくは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める株式数の調整を行う。

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整により生じ

る１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株を発行するときは、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整によ

り生じる１円未満の端数は切り上げる。

 
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行による増加株式数

３．新株予約権の行使の条件

①　権利行使時において、当社の取締役、監査役又は従業員の地位を保有していることとする。

②　新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めないものとする。

③　新株予約権の質入れ、担保権の設定は認めないものとする。

④　その他の条件については、平成17年10月13日開催の当社取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割当て

を受けた者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定めるところによる。

４．新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

５．組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

　①当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、又は当社が新設分割若し

くは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める株式数の調整を行う。

　②当社が完全子会社となる株式交換又は株式移転を行うときは、完全親会社に新株予約権を承継することがで

きる。

ア）承継する新株予約権の目的となる株式の種類及び数

完全親会社の普通株式とし、当社普通株式１株当たりの完全親会社の割当比率により株式数を決定し、１

株未満の端数は切り捨てる。
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イ）承継する新株予約権の行使に際して払込をすべき金額は次の算式により決定し、１円未満の端数は切り上

げる。

承継後払込価額 ＝承継前払込価額 ×
１

当社普通株式１株当たりの完全親会社の割当比率

ウ）承継する新株予約権の行使期間は、上記表中の期間とし、承継時に行使期間開始日が到来しているときは、

株式交換又は株式移転の効力発生日から上記表中の期間の満了日までとする。

エ）承継する新株予約権の行使の条件については、注３と同様の定めをおくものとする。 

オ）承継する新株予約権の譲渡については、完全親会社の取締役会の承認を要する。 
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②　平成17年11月19日定時株主総会決議

ａ）第４回新株予約権（平成18年１月18日取締役会決議に基づく発行）

区分
第３四半期会計期間末現在
（平成21年５月31日）

新株予約権の数（個） 46

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 92

新株予約権の行使時の払込金額（円） 210,500

新株予約権の行使期間
自：平成19年11月20日

至：平成27年11月19日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　　 210,500

資本組入額　 105,250

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。

ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数に

ついて行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

また、当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、又は当社が新設分

割若しくは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める株式数の調整を行う。

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の

端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で、新株を発行する場合又は自己株式を処分する場合〔新株予約権の行使により新

株を発行する場合は除く。〕は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り

上げる。

 
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行による増加株式数

上記算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式数を控除した

数とし、自己株式の処分を行う場合には「新規発行」を「自己株式の処分」、「１株当たり払込金額」を

「１株当たり処分金額」と読み替えるものとする。

さらに当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合又は当社が新設分

割若しくは吸収合併を行う場合、当社は必要と認める払込金額の調整を行う。

３．新株予約権の行使の条件

①　権利行使時において、当社の取締役、監査役又は従業員の地位を保有していることとする。

②　新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めないものとする。

③　新株予約権の質入れ、担保権の設定は認めないものとする。

④　その他の条件については、平成17年11月19日開催の第18期定時株主総会及び平成18年１月18日開催の取締

役会決議に基づき、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定

めるところによる。

４．新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

５．退職等により権利を喪失した従業員の新株予約権の個数は除外しております。
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ｂ）第５回新株予約権（平成18年４月10日取締役会決議に基づく発行）

区分
第３四半期会計期間末現在
（平成21年５月31日）

新株予約権の数（個） 26

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 52

新株予約権の行使時の払込金額（円） 215,500

新株予約権の行使期間
自：平成19年11月20日

至：平成27年11月19日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　 　215,500

資本組入額　 107,750

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。

ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数に

ついて行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

また、当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、又は当社が新設分

割若しくは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める株式数の調整を行う。

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の

端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価格で、新株を発行する場合又は自己株式を処分する場合〔新株予約権の行使により新

株を発行する場合は除く。〕は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り

上げる。

 
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行による増加株式数

上記算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式数を控除した

数とし、自己株式の処分を行う場合には「新規発行」を「自己株式の処分」、「１株当たり払込金額」を

「１株当たり処分金額」と読み替えるものとする。

さらに当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合又は当社が新設分

割若しくは吸収合併を行う場合、当社は必要と認める払込金額の調整を行う。

３．新株予約権の行使の条件

①　権利行使時において、当社の取締役、監査役又は従業員の地位を保有していることとする。

②　新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めないものとする。

③　新株予約権の質入れ、担保権の設定は認めないものとする。

④　その他の条件については、平成17年11月19日開催の第18期定時株主総会及び平成18年４月10日開催の取締

役会決議に基づき、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定

めるところによる。

４．新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

５．退職等により権利を喪失した従業員の新株予約権の個数は除外しております。
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ｃ）第６回新株予約権（平成18年４月25日取締役会決議に基づく発行）

区分
第３四半期会計期間末現在
（平成21年５月31日）

新株予約権の数（個）  3

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 6

新株予約権の行使時の払込金額（円） 215,500

新株予約権の行使期間
自：平成19年11月20日

至：平成27年11月19日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　 　215,500

資本組入額　 107,750

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。

ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数に

ついて行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

また、当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、又は当社が新設分

割若しくは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める株式数の調整を行う。

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の

端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価格で、新株を発行する場合又は自己株式を処分する場合〔新株予約権の行使により新

株を発行する場合は除く。〕は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り

上げる。

 
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行による増加株式数

上記算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式数を控除した

数とし、自己株式の処分を行う場合には「新規発行」を「自己株式の処分」、「１株当たり払込金額」を

「１株当たり処分金額」と読み替えるものとする。

さらに当社が他社と吸収合併若しくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合又は当社が新設分

割若しくは吸収合併を行う場合、当社は必要と認める払込金額の調整を行う。

３．新株予約権の行使の条件

①　権利行使時において、当社の取締役、監査役又は従業員の地位を保有していることとする。

②　新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めないものとする。

③　新株予約権の質入れ、担保権の設定は認めないものとする。

④　その他の条件については、平成17年11月19日開催の第18期定時株主総会及び平成18年４月25日開催の取締

役会決議に基づき、当社と新株予約権の割当てを受けた者との間で締結する「新株予約権割当契約」に定

めるところによる。

４．新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年３月１日～　

平成21年５月31日 

－ 18,506 － 507,400 － 497,400

EDINET提出書類

株式会社マルマエ(E01465)

四半期報告書

18/37



（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 18,506 18,506 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 18,506 － －

総株主の議決権 　－ 18,506 －

 

②【自己株式等】

 平成21年５月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
９月

10月 11月 12月
平成21年
１月

２月 ３月 ４月 ５月

最高（円） 311,000185,000103,00080,000120,00082,00074,00067,00073,900

最低（円） 169,00065,00064,10055,10071,00061,50058,50052,30059,500

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間（平成21年３月１日から平成21

年５月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成20年９月１日から平成21年５月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 822,947 342,471

受取手形及び売掛金 ※3
 310,635

※3
 567,102

製品 14,297 13,764

原材料 897 1,841

未着原材料 － 25,720

仕掛品 286,180 419,384

その他 49,120 204,305

貸倒引当金 △494 △364

流動資産合計 1,483,584 1,574,226

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※2
 732,528

※2
 669,339

構築物（純額） ※2
 37,111

※2
 44,692

機械及び装置（純額） ※2
 1,185,907

※2
 1,317,639

車両運搬具（純額） 10,376 14,075

工具、器具及び備品（純額） 10,921 13,658

土地 ※2
 520,338

※2
 487,284

リース資産（純額） 25,416 －

建設仮勘定 164,165 177,306

有形固定資産合計 ※1
 2,686,765

※1
 2,723,996

無形固定資産 14,881 15,688

投資その他の資産 ※5
 987 3,524

固定資産合計 2,702,634 2,743,209

資産合計 4,186,218 4,317,436

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 224,205 348,853

短期借入金 300,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 ※2
 406,420

※2
 319,216

未払法人税等 1,370 45,546

賞与引当金 － 6,000

受注損失引当金 18,000 32,000

その他 59,458 189,605

流動負債合計 1,009,455 1,141,221

固定負債

長期借入金 ※2
 2,226,317

※2
 1,795,102

その他 20,577 52,516

固定負債合計 2,246,894 1,847,618

負債合計 3,256,350 2,988,839
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年５月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 507,400 507,400

資本剰余金 497,400 497,400

利益剰余金 △74,931 317,921

株主資本合計 929,868 1,322,721

新株予約権 － 5,875

純資産合計 929,868 1,328,596

負債純資産合計 4,186,218 4,317,436
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年５月31日)

売上高 1,617,612

売上原価 1,813,658

売上総損失（△） △196,045

販売費及び一般管理費 ※1
 165,865

営業損失（△） △361,911

営業外収益

受取利息 239

為替差益 88,119

助成金収入 3,902

その他 4,506

営業外収益合計 96,767

営業外費用

支払利息 32,205

その他 3,539

営業外費用合計 35,744

経常損失（△） △300,888

特別利益

補助金収入 27,378

過年度不動産取得税免除益 2,417

貸倒引当金戻入額 165

新株予約権戻入益 5,875

特別利益合計 35,835

特別損失

減損損失 ※2
 159,196

特別損失合計 159,196

税引前四半期純損失（△） △424,249

法人税、住民税及び事業税 3,182

法人税等還付税額 △1,167

法人税等調整額 △33,412

法人税等合計 △31,396

四半期純損失（△） △392,852
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

売上高 318,697

売上原価 448,599

売上総損失（△） △129,902

販売費及び一般管理費 ※1
 47,948

営業損失（△） △177,850

営業外収益

受取利息 16

為替差益 8,924

その他 768

営業外収益合計 9,710

営業外費用

支払利息 10,780

その他 179

営業外費用合計 10,960

経常損失（△） △179,099

特別利益

補助金収入 27,378

過年度不動産取得税免除益 2,417

貸倒引当金戻入額 383

特別利益合計 30,178

税引前四半期純損失（△） △148,921

法人税、住民税及び事業税 1,028

法人税等合計 1,028

四半期純損失（△） △149,950
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △424,249

減価償却費 378,429

減損損失 159,196

貸倒損失 1,237

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,404

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,000

受注損失引当金の増減額（△は減少） △14,000

新株予約権戻入益 △5,875

受取利息及び受取配当金 △239

支払利息 32,205

為替差損益（△は益） △27,235

売上債権の増減額（△は増加） 256,467

たな卸資産の増減額（△は増加） 159,335

仕入債務の増減額（△は減少） △124,647

未収消費税等の増減額（△は増加） 34,489

その他 92,092

小計 512,611

利息及び配当金の受取額 259

利息の支払額 △31,250

法人税等の還付額 2,274

法人税等の支払額 △45,383

営業活動によるキャッシュ・フロー 438,512

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △595,540

無形固定資産の取得による支出 △6,092

従業員に対する貸付金の回収による収入 781

その他 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △600,841

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 726,230

短期借入金の返済による支出 △626,230

長期借入れによる収入 780,000

長期借入金の返済による支出 △261,581

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2,848

財務活動によるキャッシュ・フロー 615,570

現金及び現金同等物に係る換算差額 27,235

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 480,476

現金及び現金同等物の期首残高 342,471

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 822,947
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

　当社は、前事業年度において39,864千円の営業損失を計上しており、当第３四半期累計期間においても361,911千円の

営業損失を計上するとともに392,852千円の四半期純損失を計上しました。

　これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を抱かせる状況が存在しております。

　当社は、このような状況を解消すべく以下の基本方針のもと経営改善に取り組んでおります。

１．人件費等経費の削減による固定費の圧縮

　当社の常勤取締役の役員報酬は業績連動部分と固定報酬部分で構成されていますが、当面厳しい業績が続くことを考

慮し、業績連動による減額に加えて平成21年2月分から固定報酬部分を11％～14％カットしており、全額固定報酬の監

査役及び非常勤取締役の役員報酬についても5％～10％カットしました。

   また、従業員給与についても役職者は平成21年2月分から、それ以外の従業員は平成21年3月分から6％～10％の給与

カットを実施しております。さらにパートタイム労働者の就業時間の短縮制限を平成21年3月分より実施し、平成21年

４月支給の従業員賞与をカットしております。

２．生産管理の強化による原価低減

　装置組立事業の粗利率を改善するための組立部品の内製化を推進するとともに購買管理を強化することによって、外

部調達部品の調達ルートの拡大やコスト低減交渉を積極的に実施し、装置組立部品のコスト低減を図ってまいります。

　さらに、切削加工事業部等の余剰人員を装置組立事業部に一時的に配置転換することにより装置組立生産において発

生していた派遣人件費や組立外注費の削減を図ります。

　また、切削加工事業の粗利率を改善するため、切削不良発生事案のデータベースを活用し、取締役社長の直接監督のも

と切削不良の主な発生原因に対する改善を徹底することにより、ここ数年増加傾向の切削不良の発生を防止してまい

ります。

３．営業力の強化と情報のデータベース管理の強化

　新規顧客開拓に注力するために営業担当取締役を関東事業所に常駐させるとともに社内人員の異動により営業部門

の陣容を増強して新規顧客の多い関東地区における営業活動を強化いたします。

　また、装置組立事業の顧客対応に集中していた人的資源を精密切削加工事業部門の営業活動に再配分することにより

本業強化の方針を明確にします。

　なお、全社の営業情報はデータベースにより一元管理し、全社で情報共有しながら営業進捗管理を行います。

４．長期運転資金の調達による手許流動性の確保

　平成21年3月30日に株式会社日本政策金融公庫から長期運転資金として4億円を借入れにより調達し、当面の手許流動

性を確保しました。

　当社は、以上の基本方針に基づく経営改善策を確実に遂行することにより収益力の強化と財務健全性の向上を図ると

ともに取引金融機関との良好な関係の維持に努めてまいります。

　四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期財務諸表には反映し

ておりません。
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

（１）たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として個別法による原価法

によっておりましたが、第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として個別法

による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

により算定しております。

　これによる、損益に与える影響はありません。

 （２）リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る会計処理

によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成

５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取

引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日

（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月

１日以後開始する事業年度に係る四半期財務諸表から適用することができることに

なったことに伴い、第１四半期会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買

取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引

に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法を採用しております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リースに

ついては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しておりま

す。　

　これによる損益に与える影響は軽微であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算

定方法

　貸倒実績率が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるた

め、前事業年度決算において算定した貸倒実績率を使用して一般債権の貸倒見積額

を算定しております。

２．棚卸資産の評価方法 　当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出については、実地棚卸を実施せず、前事業

年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっており

ます。

３．固定資産の減価償却費の算

定方法

　定率法を採用している資産については事業年度に係る減価償却費の額を期間按分

して算定しております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期累計期間（自　平成20年９月１日　至　平成21年５月31日）　

　該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　機械装置については、「減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する省令」（平成20年４月30日財務省

令第32号）の改正に伴い耐用年数を変更しております。この変更により、当第３四半期累計期間の営業損失、経常損失

及び税引前四半期純損失は、それぞれ21,384千円増加しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成21年５月31日）

前事業年度末
（平成20年８月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、1,099,029千円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、724,284千円であ

ります。 　

※２．担保資産及び担保付債務　

担保に供している資産は次のとおりであります。　

※２．担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は次のとおりであります。

担保資産   

建物 732,528千円 (654,633千円)

構築物    37,111千円 (36,542千円)

機械及び装置   877,877千円 (877,877千円)

土地 520,338千円 (384,511千円)

合計 2,167,855千円(1,953,564千円)

担保付債務   

１年内返済予定の長期借入

金
201,416千円 (98,976千円)

長期借入金 1,635,850千円(1,109,454千円)

合計 1,837,226千円(1,208,430千円)

上記のうち（　）内書は工場抵当並びに当該債務を

示しております。 　

担保資産   

建物 669,339千円(587,122千円)

構築物 44,692千円(44,019千円)

機械及び装置 841,079千円(841,079千円)

土地 487,284千円(351,457千円)

合計 2,042,396千円(1,823,678千円)

担保付債務   

１年内返済予定の長期借入

金
147,496千円(98,976千円)

長期借入金 1,784,412千円(1,183,686千円)

合計 1,931,908千円(1,282,662千円)

上記のうち（　）内書は工場抵当並びに当該債務を

示しております。 

※３．期末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理は、手形交換

日をもって決済処理をしております。なお、当四半期会計

期間末日は金融機関の休日であったため、次の四半期会

計期間末日満期手形が当四半期会計期間末残高に含まれ

ております。

受取手形　　 2,693千円

※３．期末日満期手形

期末日満期手形の会計処理は、手形交換日をもって決

済処理をしております。なお、当期末日は金融機関の休日

であったため、次の期末日満期手形が当期末残高に含ま

れております。 

受取手形　　 30,375千円

  ４．当社は「装置組立事業」に係わる運転資金の効率的

な調達を行うため、取引銀行１行と当座貸越契約を締

結しております。この契約に基づく当四半期会計期間

末の借入未実行残高は次の通りであります。

当座貸越極度額 500,000千円
借入実行残高 300,000千円

差引額　 200,000千円

  ４．当社は「装置組立事業」に係わる運転資金の効率的

な調達を行うため、取引銀行１行と当座貸越契約を締

結しております。この契約に基づく当事業年度末の借

入未実行残高は次の通りであります。

当座貸越極度額 500,000千円
借入実行残高 200,000千円

差引額　 300,000千円

※５．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 1,274千円

　　　　　　　　―――――――――　
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（四半期損益計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

※1.販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

役員報酬 32,084千円

給料手当 33,245 

福利厚生費　 9,048 

旅費交通費 18,998 

減価償却費 4,788 

支払手数料 38,802 

租税公課 6,494 

 ※２．減損損失

　第３四半期累計期間において、当社は以下の資産及び資産グループについて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類 金額(千円）

埼玉県 事業用資産

建物 1,047

機械及び装置 77,646

工具、器具及び備品 411

無形固定資産 1,162

合計 80,267

鹿児島県 事業用資産 機械及び装置 15,413

熊本県 遊休資産 建設仮勘定 63,515

　合計 159,196

　当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として事業所単位ごとの事業部を基本とした資産のグルーピングを

行っております。

　当第３四半期累計期間において、営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである資産グループ及び稼働率が著し

く低下した状態が続いており回復する見込みがない資産並びに設備投資計画が凍結された建設仮勘定の帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（159,196千円）として特別損失に計上しております。

　なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しております。

　正味売却価額は不動産については不動産鑑定評価額を基礎に処分費用見込額を控除した額、その他固定資産について

は第三者の見積り買取価格等によっております。   
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 当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

役員報酬 10,069千円

給料手当 8,928 

福利厚生費　 2,935 

旅費交通費 4,085 

減価償却費 1,641 

支払手数料 12,493 

租税公課 856 

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年５月31日現在）

現金及び預金  822,947千円

現金及び現金同等物 822,947千円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成21年５月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成20年９月１日　至　平成21年

５月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　18,506株

   

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期会計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成21年５月31日）

前事業年度末
（平成20年８月31日）

１株当たり純資産額 50,246.88円 １株当たり純資産額 71,475.29円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

１株当たり四半期純損失金額 21,228.40円 １株当たり四半期純損失金額 8,102.78円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年５月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

四半期純損失（千円） 392,852 149,950

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 392,852 149,950

期中平均株式数（株） 18,506 18,506

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在

株式で、前事業年度末から重要な変動があったもの

の概要

  第２四半期会計期間におい

て、第７回新株予約権（平成

20年３月25日取締役会決議に

基づく発行）の全部（100

個）を無償取得し、平成21年2

月24日開催の取締役会の決議

に基づき新株予約権全部を消

却しております。

　　　　　　　―

（重要な後発事象）

 　　　 該当事項はありません。
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２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 平成21年７月13日

株式会社マルマエ  

 取締役会　御中  

 三優監査法人  

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 杉田　純　　　印

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 吉川　秀嗣　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マルマエの

平成20年９月１日から平成21年８月31日までの第22期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年３月１日から平成21年５

月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年９月１日から平成21年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マルマエの平成21年５月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３

四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況に記載のとおり、会社は継続的に営業損失を計上し、かつ、重要な

四半期純損失を計上しており、継続企業の前提に重要な疑義が存在している。当該状況に対する経営者の対応等は当該注

記に記載されている。四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期財

務諸表には反映していない。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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